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1. 直線 構成 による和服は着 つけい かんで比較的 幅広

い着 用者 層をもつ 特徴かある。こ の事は又着 くずれとい

う問題 をかかえた和服 の欠 点でもある。より身体に なじ

んだ着 やすい きものを考 えるとき着こな しに影響 がある

と思 われる衿 をとりあげ衿肩明位置・ くりこし分量等種

々の方 法につ き検討し た。

2.　衿肩明きを(A)肩山にあけ る㈲肩山 より後身頃に ２

emずら せてあける(G)(A)の衿つけ線にそっ て切 りこむ以上

３方法に更に衿つけ代を1  ,   2,   3 cmと変化させた浴衣

地８種類の実物製作によ り比較した。測定個所は(1)背中

心の首 と衿の離れ寸法・(2)背中心の衿の開角度(3)肩山の

衿の開角度(4)肩山の衿と首の離れ寸法(5)背中心の衿つけ

位 置以上である。

3.    (A)につい て(1)21(3)(4){5)の測定値いずれも小で衿

が首にぴったりつく。衿が立つ状態なので比較的素材の

かたい スポーティ に着こなす若い 人の浴 衣などに望 まし

い と思われる｡(B)につい て,くりこし1  cmの製作物 は㈲に

比べて首 から離 れてい るが衿肩 まわりがだぶっ く。くり

こし2 ・ 3 cmの製作 物は側2)(3)(4)(5)の測 定値いず れも(Ａ)

より大即ち衿かねる状態なの で素材のや わらかい ゆっ た

りした着 こなしを望 むきものにょい と思 われるバＣ)につ

い て，くりこ し3  cmの製作物は(1)(2)(3)(4)の測定値いず れ

も(A)の３ cm, (Ｂ)の1  cmの中間 で， くりこし4  cmの製作物

は ㈲に近い値 である。首に そっ た状態 の着 こなし を好む

人 に望 ましい衿 と思 われる


